
 

（２）別紙２ 料金の額及びその徴収期間 

  別紙－２中、〔１〕（３）チを同ルに、同リを同ヲに、同ヌを同ワに改め、同ワ（ロ）

の次に次のとおり加える。 

 

（ハ）平日夜間割引又は平日深夜割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大

口・多頻度割引、路線バス割引、マイレージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものとし、

本割引を適用した後の料金に対してこれらの割引を適用する。 

なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。 

 （ニ）休日昼間割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大口・多頻度割引、マ

イレージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものとし、本割引を適用した後の料金に対し

てこれらの割引を適用する。 

なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。 

 

 

別紙－２中、〔１〕（３）トの次に次のとおり加える。 

 

チ 平日夜間割引 

（イ）割引をする自動車 

（ニ）に定める期間のうち、土曜日、日曜日および国民の祝日に関する法律（昭 

和２３年７月２０日法律第１７８号）第３条に定める休日以外の日に、次の①か

ら③に定める通行をするＥＴＣクレジットカード、ＥＴＣパ－ソナルカード又は

ＥＴＣコーポレートカードを使用して通行料金の納付を行おうとする利用者の自

動車（ＥＴＣシステムを利用して無線通信により料金所を通行する自動車に限る。

ただし、無線通信による通行を意図するも、事情により無線通信による通行が不

可能になった場合には、無線通信による通行の有無にかかわらず、無線通信によ

り通行したものとみなす。）のうち中型車、大型車及び特大車。 

① 神戸淡路鳴門自動車道 

ａ 次の(a)から(e)のいずれかの通行をし、かつ、流入又は流出する料金所を、

午後１０時から翌午前０時までの間に通行する。 

(a) （ホ）①に定めるインターチェンジから流入し、同③に定めるインター

チェンジを流出又は同③に定めるインターチェンジから流入し、同①に定

めるインターチェンジを流出。 

(b) （ホ）①に定めるインターチェンジから流入し、同②に定めるインター

チェンジ（ただし、淡路インターチェンジを除く。）を流出又は同②に定め

るインターチェンジ（ただし、淡路インターチェンジを除く。）から流入し、

同①に定めるインターチェンジを流出。 

(c) （ホ）③に定めるインターチェンジから流入し、同②に定めるインター

チェンジ（ただし、淡路島南インターチェンジを除く。）を流出又は同②に

定めるインターチェンジ（ただし、淡路島南インターチェンジを除く。）か

ら流入し、同③に定めるインターチェンジを流出。 

(d) （ホ）②に定めるインターチェンジから流入及び流出。 

(e) （ホ）②又は同③に定めるインターチェンジから流入し、淡路サービス

エリアを経由して同②又は同③に定めるインターチェンジを流出。 

ｂ 次の(a)から(c)のいずれかの通行をし、かつ、流出する料金所を、午後１０

時から翌午前０時までの間に通行する。 

(a) 高速自動車国道山陽自動車道吹田山口線（以下「山陽自動車道」という。）

から連続して通行し、（ホ）③に定めるインターチェンジを流出又は高速自

動車国道四国横断自動車道阿南中村線（以下「高松自動車道」という。）か

ら連続して通行し、同①に定めるインターチェンジを流出。 

(b) 山陽自動車道から連続して通行し、（ホ）②に定めるインターチェンジ（た



 

だし、淡路インターチェンジを除く。）を流出又は高松自動車道から連続し

て通行し、同②に定めるインターチェンジ（ただし、淡路島南インターチ

ェンジを除く。）を流出。 

(c) 高松自動車道から連続して通行し、淡路サービスエリアを経由して（ホ）

②又は同③に定めるインターチェンジを流出。 

② 瀬戸中央自動車道 

ａ 瀬戸中央自動車道の早島インターチェンジから児島インターチェンジまで

の間のいずれかのインターチェンジから流入し、坂出北インターチェンジ若し

くは坂出インターチェンジから流出又は坂出インターチェンジ若しくは坂出

北インターチェンジから流入し、児島インターチェンジから早島インターチェ

ンジまでの間のいずれかのインターチェンジを流出し、かつ、流入又は流出す

る料金所を、午後１０時から翌午前０時までの間に通行する。 

ｂ 山陽自動車道から連続して通行し、瀬戸中央自動車道の坂出北インターチェ

ンジ若しくは坂出インターチェンジから流出又は高松自動車道から連続して

通行し、瀬戸中央自動車道の児島インターチェンジから早島インターチェンジ

までの間のいずれかのインターチェンジから流出し、かつ、流出する料金所を、

午後１０時から翌午前０時までの間に通行する。 

③ 西瀬戸自動車道 

        西瀬戸自動車道（広島県尾道市山波町字大山沖から同市高須町字有江西側ま

での区間を除く。以下単に「西瀬戸自動車道」という。）の西瀬戸尾道インター

チェンジから今治インターチェンジまでの間のいずれかのインターチェンジか

ら流入又は流出し、かつ、流入又は流出する料金所を、午後１０時から翌午前

０時までの間に通行する。 

（ロ）割引適用区間 

① （イ）①ａ(a)又は同ｂ(a)に該当する場合 神戸西インターチェンジから鳴門

インターチェンジまでの区間。 

（イ）①ａ(b)から同ａ(e)、同ｂ(b)又は同ｂ(c)に該当する場合 淡路インタ

ーチェンジから淡路島南インターチェンジまでの区間。 

② 瀬戸中央自動車道の早島インターチェンジから坂出インターチェンジまでの

区間。 

③ 西瀬戸自動車道の西瀬戸尾道インターチェンジから今治インターチェンジま

での区間。 

（ハ）割引率 

料金の割引率は、３０パーセントとする。 

（ニ）実施期間 

平成２０年１０月１４日から平成２１年９月３０日までとする。 

（ホ）神戸淡路鳴門自動車道の対象インターチェンジ 

① 神戸西インターチェンジから垂水インターチェンジまでの間の各インターチ

ェンジ。 

② 淡路インターチェンジから淡路島南インターチェンジまでの間の各インター

チェンジ。 

③ 鳴門北インターチェンジ及び鳴門インターチェンジ。 

（へ）その他 

（イ）①ａ(a)、同ｂ(a)又は（イ）②に定める通行を意図するも、通行止めによっ

て本四道路の連続した利用が不可能となったことを理由として、通行止め区間を迂回

する経路の起点となるインターチェンジで途中流出を行い、当該迂回経路の終点とな

るインターチェンジから流入して再び本四道路を順方向に走行した自動車が、通行止

めによる迂回走行の事実を示した場合には、当該迂回区間を除く通行区間の料金に対

して割引を適用する。 

 

 



 

リ 平日深夜割引 

（イ）割引をする自動車 

（ニ）に定める期間のうち、土曜日、日曜日および国民の祝日に関する法律（昭 

和２３年７月２０日法律第１７８号）第３条に定める休日以外の日に、次の①か

ら③に定める通行をするＥＴＣクレジットカード、ＥＴＣパ－ソナルカード又は

ＥＴＣコーポレートカードを使用して通行料金の納付を行おうとする利用者の自

動車（ＥＴＣシステムを利用して無線通信により料金所を通行する自動車に限る。

ただし、無線通信による通行を意図するも、事情により無線通信による通行が不

可能になった場合には、無線通信による通行の有無にかかわらず、無線通信によ

り通行したものとみなす。）のうち中型車、大型車及び特大車。 

① 神戸淡路鳴門自動車道 

ａ 次の(a)から(e)のいずれかの通行をし、かつ、流入又は流出する料金所を、

午前０時から午前４時までの間に通行する。 

(a) （ホ）①に定めるインターチェンジから流入し、同③に定めるインター

チェンジを流出又は同③に定めるインターチェンジから流入し、同①に定

めるインターチェンジを流出。 

(b) （ホ）①に定めるインターチェンジから流入し、同②に定めるインター

チェンジ（ただし、淡路インターチェンジを除く。）を流出又は同②に定め

るインターチェンジ（ただし、淡路インターチェンジを除く。）から流入し、

同①に定めるインターチェンジを流出。 

(c) （ホ）③に定めるインターチェンジから流入し、同②に定めるインター

チェンジ（ただし、淡路島南インターチェンジを除く。）を流出又は同②に

定めるインターチェンジ（ただし、淡路島南インターチェンジを除く。）か

ら流入し、同③に定めるインターチェンジを流出。 

(d) （ホ）②に定めるインターチェンジから流入及び流出。 

(e) （ホ）②又は同③に定めるインターチェンジから流入し、淡路サービス

エリアを経由して同②又は同③に定めるインターチェンジを流出。 

ｂ 次の(a)から(c)のいずれかの通行をし、かつ、流出する料金所を、午前０時

から午前５時までの間に通行する。 

(a) 山陽自動車道から連続して通行し、（ホ）③に定めるインターチェンジを

流出又は高松自動車道から連続して通行し、同①に定めるインターチェン

ジを流出。 

(b) 山陽自動車道から連続して通行し、（ホ）②に定めるインターチェンジ（た

だし、淡路インターチェンジを除く。）を流出又は高松自動車道から連続し

て通行し、同②に定めるインターチェンジ（ただし、淡路島南インターチ

ェンジを除く。）を流出。 

(c) 高松自動車道から連続して通行し、淡路サービスエリアを経由して（ホ）

②又は同③に定めるインターチェンジを流出。 

② 瀬戸中央自動車道 

ａ 瀬戸中央自動車道の早島インターチェンジから児島インターチェンジまで

の間のいずれかのインターチェンジから流入し、坂出北インターチェンジ若し

くは坂出インターチェンジから流出又は坂出インターチェンジ若しくは坂出

北インターチェンジから流入し、児島インターチェンジから早島インターチェ

ンジまでの間のいずれかのインターチェンジを流出し、かつ、流入又は流出す

る料金所を、午前０時から午前４時までの間に通行する。 

ｂ 山陽自動車道から連続して通行し、瀬戸中央自動車道の坂出北インターチェ

ンジ若しくは坂出インターチェンジから流出又は高松自動車道から連続して

通行し、瀬戸中央自動車道の児島インターチェンジから早島インターチェンジ

までの間のいずれかのインターチェンジから流出し、かつ、流出する料金所を、

午前０時から午前５時までの間に通行する。 



 

③ 西瀬戸自動車道 

        西瀬戸自動車道の西瀬戸尾道インターチェンジから今治インターチェンジま

での間のいずれかのインターチェンジから流入又は流出し、かつ、流入又は流

出する料金所を、午前０時から午前４時までの間に通行する。 

（ロ）割引適用区間 

① （イ）①ａ(a)又は同ｂ(a)に該当する場合 神戸西インターチェンジから鳴門

インターチェンジまでの区間。 

（イ）①ａ(b)から同ａ(e)、同ｂ(b)又は同ｂ(c)に該当する場合 淡路インタ

ーチェンジから淡路島南インターチェンジまでの区間。 

② 瀬戸中央自動車道の早島インターチェンジから坂出インターチェンジまでの

区間。 

③ 西瀬戸自動車道の西瀬戸尾道インターチェンジから今治インターチェンジま

での区間。 

（ハ）割引率 

料金の割引率は、５０パーセントとする。 

（ニ）実施期間 

平成２０年１０月１４日から平成２１年９月３０日までとする。 

（ホ）神戸淡路鳴門自動車道の対象インターチェンジ 

① 神戸西インターチェンジから垂水インターチェンジまでの間の各インターチ

ェンジ。 

② 淡路インターチェンジから淡路島南インターチェンジまでの間の各インター

チェンジ。 

③ 鳴門北インターチェンジ及び鳴門インターチェンジ。 

（へ）その他 

（イ）①ａ(a)、同ｂ(a)又は（イ）②に定める通行を意図するも、通行止めによっ

て本四道路の連続した利用が不可能となったことを理由として、通行止め区間を迂回

する経路の起点となるインターチェンジで途中流出を行い、当該迂回経路の終点とな

るインターチェンジから流入して再び本四道路を順方向に走行した自動車が、通行止

めによる迂回走行の事実を示した場合には、当該迂回区間を除く通行区間の料金に対

して割引を適用する。 

 

 

ヌ 休日昼間割引 

（イ） 割引をする自動車 

（ニ）に定める期間のうち、土曜日、日曜日および国民の祝日に関する法律（昭 

和２３年７月２０日法律第１７８号）第３条に定める休日に通行をするＥＴＣク

レジットカード、ＥＴＣパーソナルカード又はＥＴＣコーポレートカードを使用

して通行料金の納付を行おうとする利用者の自動車（ＥＴＣシステムを利用して

無線通信により料金所を通行する自動車に限る。ただし、無線通信による通行を

意図するも、事情により無線通信による通行が不可能になった場合には、無線通

信による通行の有無にかかわらず、無線通信により通行したものとみなす。）のう

ち軽自動車等及び普通車で、本四道路全線の流入又は流出する料金所を、午前９

時から午後５時までの間に通行するもの。 

ただし、山陽自動車道又は高松自動車道から連続して通行する場合は、神戸淡

路鳴門自動車道又は瀬戸中央自動車道の流出する料金所を、午前９時から午後６

時までの間に通行するもの。 

（ロ）割引率 

料金の割引率は、５０パーセントとする。 

（ハ）実施期間 

平成２０年１０月１４日から平成２１年９月３０日までとする。 



 

 

  

別紙－２中、〔２〕（３）ニを次のとおり改める。 

 

ニ 割引相互間の適用関係 

 特別措置期間における割引相互間の適用関係に係る２の（３）のワの適用については、 

「（イ）障害者割引を受ける自動車に、ＥＴＣ前納割引又はマイレージ割引が重複して

適用される場合は、障害者割引を適用した後の金額に対してこれらの割引を適用

する。 

（ロ）大口・多頻度割引を受ける自動車に、路線バス割引が重複して適用される場合は、

路線バス割引を適用した後の金額に対して大口・多頻度割引を適用する。 

（ハ）平日夜間割引又は平日深夜割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大

口・多頻度割引、路線バス割引、マイレージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものと

し、本割引を適用した後の料金に対してこれらの割引を適用する。 

なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。 

（ニ）休日昼間割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大口・多頻度割引、

マイレージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものとし、本割引を適用した後の料金に

対してこれらの割引を適用する。 

なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。」 

 

 とあるのは、 

 

「（イ）障害者割引を受ける自動車に、ＥＴＣ前納割引、マイレージ割引又はＥＴＣ特別

割引が重複して適用される場合は、障害者割引を適用した後の金額に対してこれら

の割引を適用する。 

（ロ）大口・多頻度割引を受ける自動車に、路線バス割引が重複して適用される場合は、

路線バス割引を適用した後の金額に対して大口・多頻度割引を適用する。 

（ハ）平日夜間割引又は平日深夜割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大

口・多頻度割引、路線バス割引、マイレージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものと

し、本割引を適用した後の料金に対してこれらの割引を適用する。 

   なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。 

（ニ）休日昼間割引を受ける自動車に重複して適用される割引は、大口・多頻度割引、

マイージ割引又はＥＴＣ前納割引に限るものとし、本割引を適用した後の料金に対

してこれらの割引を適用する。 

   なお、障害者割引を受ける自動車に対しては、障害者割引を優先して適用する。   

（ホ）ＥＴＣ特別割引を受ける自動車に、ＥＴＣ前納割引、マイレージ割引、大口・

多頻度割引又は路線バス割引が重複して適用される場合は、ＥＴＣ特別割引を適用

した後の金額（障害者割引を受ける自動車がＥＴＣ特別割引を重複して受ける場合

には、障害者割引を適用した後の金額にＥＴＣ特別割引を適用した後の金額をい

う。）に対してＥＴＣ前納割引、マイレージ割引、大口・多頻度割引又は路線バス

割引を適用する。 

    なお、ＥＴＣ特別割引を適用した後の金額に対して路線バス割引の割引率を乗じ

て得た割引額に１円未満の端数が生じる場合は、割引額を１円単位に切り捨てる。」 

 

    とする。 

 

 

 


